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験したことのないスピー ドで日本では ｢高齢化社
会｣に移行していくことになります｡
｢男は外回り､女は内回り｣という従来からの伝
統的な性による分業システムのなかでは､高齢者
の介護は炊事洗濯といった狭義の ｢家事労働｣や
育児 ･教育とともに主婦の典型的な仕事 とされて
きました｡女性が今挙げたような ｢家事労働｣に
よって家庭を守ればこそ､男性は安んじて外で｢競
争社会｣に参加し､賃労働に打ち込むことができ､
それによって ｢競争社会｣の競争はより一層域烈
さを増してきました｡ ところでこんにち家庭電気
製品によって､あるいはまたコンビニエンススト
アなどができて､炊事洗濯掃除などの家事労働は
著しく軽減されてきました｡そのことが女性の社
会的労働への進出を促すことになりましたし､ま
た独身男性がぐんと生活し易くもしてきました｡
その一方で､高齢化社会の到来で､高齢者の介護
という ｢家事労働｣は主婦ひとりでは担えきれな
い重い労働として主婦の肩に伸しかかってきてい
ます｡夫婦ともに､男性と女性が共に担っていく
べき労働です｡
おなじ ｢家事労働｣でも子育てはひろく自然界
で様々の動物がやっていることですが､子が親の
世話をする､つまり高齢者の介護といった活動は
ひとり人間のみが行っている活動です｡そして､
自然の営みではなく､人間のみが行う営みを ｢文
化｣と呼ぶなら､高齢者の介護こそまさに文化の
営みに他なりません｡従って､ある社会が高齢者
をどの様に介護していくかは､その社会がどのよ
うな文化を創造していくかという問題です｡時は
今､｢競争社会｣から､男女共に手を携えて新しい
文化を創造していく ｢共創社会｣への転換を求め
ています｡
由 "男主タト､女主内"送秤侍銃的性別祝念所
形成的分工体系中,照焼老年人与倣抜､洗衣送神
狭叉的 "家条労功"和生)し育女一起,被当作主垣
的主要工作｡只有女性通辻送美 "家各労劫"釆維
伊好家庭,男子オ能安心在外投身 "克争社会",班
夏子力持工資而労功｡由此,逆一歩加刷了 "尭争
社会"中的完争現象｡但是如今有了家用屯器,又
減軽｡送既促辺了女性参与社会性労劫,又僅単身男
子生活更容易､方便了｡男一方面,由子 "高齢化
社会"的到来,照頓老人送神 "家各労劫"巳威力
主由一人碓以承担的重労劫庄在了主由的肩共,而
送本該是夫妻共同,即男女共同.承担的労劫｡
同是 "家各労劫",生ノし育女是自然界各糞功物
普通仇事的工作｡而子女照頓父母,即照傾老人送
項工作却是只有人美オ逆行的工作｡如果将不是自
然的,而是只有人美オ運行的活劫称作 "文化"的
活,那ま,照頓老人恰々是文化的活劫而不是其他｡
因此,一十社会将如何照慣老人,就是那十社会将
創造什え文化的何題｡吋代要求我什】J^ "完争社会"
特向男女共同携手創建新文化的 "共剖社会"｡
- フ亡 -
李芳翻淳
1992.9.19
〔付 記〕
21世紀に向けて国際化というメガトレンドのな
かでわが長野大学も昨年河北大学､および復旦大
学の日本研究中心とそれぞれ学術交流協定を結び
ましたが､その締結にあたって特に力を尽 くされ
たのが､この度定年退職をされることになりまし
た菅沼正久教授でした｡顧みますと､両校との学
術交流協定が話完劉このぼったのが､一昨年3月に
菅沼先生をはじめとする長野大学の5名の教員が
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両校を訪問した時のことでしたo以来協定調印ま
での道のりは比較的順調であったように思われま
す｡それというのもそれまでに菅沼先生個人が長
年に渡って培われてきた両校との人脈があったれ
ばこそと存じます｡先生のこのご努力に対して報
いるのは､なによりも両校との共同研究を稔りあ
るものにすることであると考え､私としては銘じ
て研究活動に蓮進していきたいと思っております｡
(えんぞう はるゆき 教授)
(1993.2.l 受援)
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